
　
　

牛
田
住

牛
田
住
宅宅
66
棟
を
建
て
替
え

棟
を
建
て
替
え
へへ

広 島 県

年
度
に
も
基
本
設
計
着

㮇
年
度
に
も
基
本
設
計
着
手手

2727

　
広
島
県
は
、
広
島
市
東
区
牛
田
新
町
に
あ
る
県
営
牛
田
住
宅
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
。
県
は
基
本
計

広
島
県
は
、
広
島
市
東
区
牛
田
新
町
に
あ
る
県
営
牛
田
住
宅
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
。
県
は
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
、
今
月

の
策
定
に
向
け
、
今
月
６
日
に
車
田
建
築
設
計
事
務
所
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
。

日
に
車
田
建
築
設
計
事
務
所
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
。
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
で
計
画
を

年
度
で
計
画
を
ま

と
め
、
早
け
れ
ば

年
度
か
ら
基
本
設
計
に
着
手
す
る
見
通
し
だ

と
め
、
早
け
れ
ば
　
年
度
か
ら
基
本
設
計
に
着
手
す
る
見
通
し
だ
。

2727

　
牛
田
住
宅
は

牛
田
住
宅
は
１
９
６
０

１
９
６
０
～

年
代
に
建
設
。
Ｒ
Ｃ
造

　
年
代
に
建
設
。
Ｒ
Ｃ
造
５

7070

階
建
の
建
物

階
建
の
建
物
６
棟
で
構

棟
で
構
成

し
、
総
戸
数
は

し
、
総
戸
数
は
２
４
０

２
４
０
戸
（
戸
（
各

棟

戸
）
と
な
る
。
建
物
の

棟
　
戸
）
と
な
る
。
建
物
の
老

4040
朽
化
は
著
し
く
、
す
で
に

朽
化
は
著
し
く
、
す
で
に
入

居
募
集
を
停
止
し
て
い
る

居
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。

　
県
に
よ
る
と
、
建
て
替

県
に
よ
る
と
、
建
て
替
え

は
６
棟
の
敷
地
約

棟
の
敷
地
約
１
万
４
７

０
釈
を
活
用
し
て
実
施

を
活
用
し
て
実
施
す

る
。
整
備
後
の
棟
数
・
住

る
。
整
備
後
の
棟
数
・
住
戸

数
は
現
時
点
で
未
定
と
し

数
は
現
時
点
で
未
定
と
し
、

周
辺
環
境
や
法
規
制
な
ど

周
辺
環
境
や
法
規
制
な
ど
を

踏
ま
え
て
合
理
的
な
規
模

踏
ま
え
て
合
理
的
な
規
模
と

す
る
意
向
を
示
す

す
る
意
向
を
示
す
。

今
回
委
託
し
た
業
務
の

　
今
回
委
託
し
た
業
務
の
内

容
は
、
団
地
の
現
状
と
課

容
は
、
団
地
の
現
状
と
課
題

を
周
辺
環
境
も
含
め
て
整

を
周
辺
環
境
も
含
め
て
整
理

す
る
と
と
も
に
、
住
棟
の

す
る
と
と
も
に
、
住
棟
の
配

置
計
画
、
建
物
規
模
、
設

置
計
画
、
建
物
規
模
、
設
備

計
画
、
概
算
事
業
費
、
事

計
画
、
概
算
事
業
費
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す

る
。
事
業
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

る
。
事
業
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
導
入
し
た
場
合
の
評

Ｉ
を
導
入
し
た
場
合
の
評
価

も
行
う

も
行
う
。

　

年
度
以
降
に
設
計
が

　
年
度
以
降
に
設
計
が
本

2727
格
化
す
る
予
定
。
設
計
者

格
化
す
る
予
定
。
設
計
者
の

選
定
方
法
な
ど
は
関
係
部

選
定
方
法
な
ど
は
関
係
部
署

で
協
議
し
て
決
め
る
と
い
う

で
協
議
し
て
決
め
る
と
い
う
。

県
は
同
じ
く
建
て
替
え

　
県
は
同
じ
く
建
て
替
え
を

計
画
し
て
い
る
県
営
宇
品

計
画
し
て
い
る
県
営
宇
品
住

宅
（
南
区
宇
品
東
）
、
県
営

宅
（
南
区
宇
品
東
）
、
県
営
比

治
山
住
宅
（
同
区
比
治
山

治
山
住
宅
（
同
区
比
治
山
本

町
）
の

町
）
の
２
団
地
に
つ
い
て

団
地
に
つ
い
て
、

牛
田
住
宅
と
合
わ
せ
て
Ｐ

牛
田
住
宅
と
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
可
能

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
可
能
性

を
調
査
す
る
方
針
だ

を
調
査
す
る
方
針
だ
。

土
木
建
築
局
住
宅
課

　
土
木
建
築
局
住
宅
課
は

「
牛
田
住
宅
は
需
要
が
高

「
牛
田
住
宅
は
需
要
が
高
い

団
地
。
最
大
限
の
住
戸
数

団
地
。
最
大
限
の
住
戸
数
を

確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら

確
保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
住
環
境
を

こ
と
が
で
き
る
住
環
境
を
整

え
て
い
く
」
と
し
て
い
る

え
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
コ
ン
ク
リ

　「
わ
れ
わ
れ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
関
わ
る
技
術
者
に
と

ト
に
関
わ
る
技
術
者
に
と
っ

て
は
本
当
に
名
誉
な
賞
。

て
は
本
当
に
名
誉
な
賞
。
過

去
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た

去
の
業
績
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
う
と
と

と
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も

に
、
機
会
を
与
え
て
く
れ

に
、
機
会
を
与
え
て
く
れ
た

大
林
組
や
関
係
者
の
皆
様

大
林
組
や
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」
と

受
賞
の
喜
び
を
噛
み
し
め

受
賞
の
喜
び
を
噛
み
し
め
る

十
河
氏
。
主
に

十
河
氏
。
主
に
１
９
７
４

１
９
７
４
年

か
ら

年
間
在
籍
し
た
大

か
ら
　
年
間
在
籍
し
た
大
林

3737

組
技
術
研
究
所
に
お
け

組
技
術
研
究
所
に
お
け
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
と

施
工
に
お
け
る
品
質
向
上

施
工
に
お
け
る
品
質
向
上
に

関
す
る
研
究
」
が
評
価

関
す
る
研
究
」
が
評
価
さ

れ
、
土
木
学
会
か
ら

れ
、
土
木
学
会
か
ら
２
０
２
０
２

５
年
度
の
吉
田
賞
（
研
究

年
度
の
吉
田
賞
（
研
究
業

績
部
門
）
に
選
出
さ
れ
た

績
部
門
）
に
選
出
さ
れ
た
。

吉
田
賞
は
、
日
本
の
コ

　
吉
田
賞
は
、
日
本
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
術
の
基
礎
を

ク
リ
ー
ト
技
術
の
基
礎
を
築

い
た
吉
田
徳
次
郎
博
士
の

い
た
吉
田
徳
次
郎
博
士
の
功

績
を
称
え
、
コ
ン
ク
リ
ー

績
を
称
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技

術
の
進
歩
向
上
に
寄
与
す

術
の
進
歩
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に

こ
と
を
目
的
に
１
９
６
１

１
９
６
１
年

に
創
設
さ
れ
た
。
優
秀
な

に
創
設
さ
れ
た
。
優
秀
な
業

績
や
論
文
、
若
手
研
究
者

績
や
論
文
、
若
手
研
究
者
な

ど
が
対
象
で
、
中
で
も
最

ど
が
対
象
で
、
中
で
も
最
高

峰
と
な
る
研
究
業
績
部

峰
と
な
る
研
究
業
績
部
門

は
、
中
国
地
方
の
技
術
者

は
、
中
国
地
方
の
技
術
者
と

し
て
は
約

年
ぶ
り
の
選

し
て
は
約
　
年
ぶ
り
の
選
出

1010

と
な
る

と
な
る
。

十
河
氏
は
、
大
林
組
及

　
十
河
氏
は
、
大
林
組
及
び

広
島
工
業
大
学
に
お
い
て

広
島
工
業
大
学
に
お
い
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
、
製

造
、
施
工
を
は
じ
め
と
す

造
、
施
工
を
は
じ
め
と
す
る

高
品
質
で
高
耐
久
な
構
造

高
品
質
で
高
耐
久
な
構
造
物

に
関
連
し
た
研
究
に
一
貫

に
関
連
し
た
研
究
に
一
貫
し

て
従
事
。
マ
ス
コ
ン
ク
リ

て
従
事
。
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
品
質
向
上
の
た
め
の

ト
の
品
質
向
上
の
た
め
の
低

発
熱
型
セ
メ
ン
ト
の
提
案

発
熱
型
セ
メ
ン
ト
の
提
案
、

液
体
窒
素
の
注
入
に
よ
る

液
体
窒
素
の
注
入
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
レ
ク
ー

ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
レ
ク
ー
リ

ン
グ
工
法
の
開
発
、
ブ
リ

ン
グ
工
法
の
開
発
、
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
抑
制
に
寄
与
す

デ
ィ
ン
グ
抑
制
に
寄
与
す
る

知
見
の
創
出
な
ど
と
い
っ

知
見
の
創
出
な
ど
と
い
っ
た

先
進
的
な
技
術
を
先
導
し

先
進
的
な
技
術
を
先
導
し
た

ほ
か
、
水
中
不
分
離
性
コ

ほ
か
、
水
中
不
分
離
性
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
分
離
低
減
型

ク
リ
ー
ト
、
分
離
低
減
型
Ｐ

Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
な
ど
の
技
術

Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
な
ど
の
技
術
を

開
発
し
た

開
発
し
た
。

さ
ら
に
は
、
生
コ
ン
の

　
さ
ら
に
は
、
生
コ
ン
の
品

質
変
動
を
抑
制
す
る
た
め

質
変
動
を
抑
制
す
る
た
め
、

細
骨
材
の
水
浸
計
量
シ
ス

細
骨
材
の
水
浸
計
量
シ
ス
テ

ム
の
開
発
・
実
用
化
に
も

ム
の
開
発
・
実
用
化
に
も
成

功
し
、
土
木
学
会
に
お
い

功
し
、
土
木
学
会
に
お
い
て

は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標

は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準

示
方
書
施
工
編
及
び
ダ

示
方
書
施
工
編
及
び
ダ
ム

編
」
の
改
定
作
業
に
深
く

編
」
の
改
定
作
業
に
深
く
携

わ
る
な
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー

わ
る
な
ど
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

施
工
標
準
の
確
立
に
貢
献

施
工
標
準
の
確
立
に
貢
献
し

た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た

た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
。

印
象
深
い
仕
事
は
「

　
印
象
深
い
仕
事
は
「
正

直
、
数
え
き
れ
な
い
」
と

直
、
数
え
き
れ
な
い
」
と
し

つ
つ
、「
大
規
模
Ｌ
Ｎ
Ｇ

つ
つ
、「
大
規
模
Ｌ
Ｎ
Ｇ
地

下
タ
ン
ク
の
設
計
・
施
工

下
タ
ン
ク
の
設
計
・
施
工
」

「
タ
イ
高
速
道
路
に
お
け

「
タ
イ
高
速
道
路
に
お
け
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
確
保

コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
確
保
の

技
術
協
力
」「
明
石
海
峡

技
術
協
力
」「
明
石
海
峡
大

橋
で
の
セ
メ
ン
ト
評
価
の

橋
で
の
セ
メ
ン
ト
評
価
の
統

括
管
理
」
の

括
管
理
」
の
３
つ
を
挙

つ
を
挙
げ

る
。
い
ず
れ
も
大
林
組
時

る
。
い
ず
れ
も
大
林
組
時
代

に
経
験
し
た
も
の
で
、「

に
経
験
し
た
も
の
で
、「
難

し
い
仕
事
を
経
験
し
た
こ

し
い
仕
事
を
経
験
し
た
こ
と

で
施
工
の
自
力
が
付
い

で
施
工
の
自
力
が
付
い
た

し
、
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た

し
、
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た
が

ゼ
ネ
コ
ン
で
大
き
な
仕
事

ゼ
ネ
コ
ン
で
大
き
な
仕
事
を

数
多
く
経
験
さ
せ
て
い
た

数
多
く
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
私
の
財
産
だ

い
た
こ
と
は
私
の
財
産
だ
」

と
振
り
返
る

と
振
り
返
る
。

現
在
は
、
近
未
来
コ
ン

　
現
在
は
、
近
未
来
コ
ン
ク

リ
ー
ト
研
究
会
を
主
宰
し

リ
ー
ト
研
究
会
を
主
宰
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
長
寿
命

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
全
体
最
適
を
目

の
た
め
の
全
体
最
適
を
目
指

し
て
業
種
間
の
垣
根
を
超

し
て
業
種
間
の
垣
根
を
超
え

た
協
議
会
を
定
期
開
催
し

た
協
議
会
を
定
期
開
催
し
て

い
る
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

い
る
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
工
性
改
善
、
延
命
化
技

施
工
性
改
善
、
延
命
化
技
術

研
究
、
脱
炭
素
技
術
研
究

研
究
、
脱
炭
素
技
術
研
究
の

３
テ
ー
マ
で
、
若
手
技
術

テ
ー
マ
で
、
若
手
技
術
者

と
協
働
し
な
が
ら
技
術
開

と
協
働
し
な
が
ら
技
術
開
発

及
び
次
世
代
技
術
者
の

及
び
次
世
代
技
術
者
の
育

成
、
助
言
を
行
っ
て
い
る

成
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

私
も
微
力
な
が
ら
ア
イ
デ

私
も
微
力
な
が
ら
ア
イ
デ
ア

を
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て

を
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お

り
、
体
力
の
続
く
限
り
貢

り
、
体
力
の
続
く
限
り
貢
献

し
て
い
け
れ
ば
」

し
て
い
け
れ
ば
」。

　【
そ
ご
う
・
し
げ
ゆ
き

【
そ
ご
う
・
し
げ
ゆ
き
】

　
１
９
７
４

１
９
７
４
年
に
九
州
大

年
に
九
州
大
学

大
学
院
を
修
了
し
、
大
林

大
学
院
を
修
了
し
、
大
林
組

に
入
社
。

に
入
社
。
２
０
１
１

２
０
１
１
年
か
年
か
ら

は
広
島
工
業
大
学
教
授
を

は
広
島
工
業
大
学
教
授
を
務

め
、
退
職
後
の

年
に
近

め
、
退
職
後
の
　
年
に
近
未

1818

来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会

来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会
を

立
ち
上
げ
た
。「
コ
ン
ク

立
ち
上
げ
た
。「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
診
断
士
試
験
合
格

ー
ト
診
断
士
試
験
合
格
指

南
」
な
ど
多
数
の
著
書
を

南
」
な
ど
多
数
の
著
書
を
持

つ
。信

条
は
「
流
れ
に
逆
ら

　
信
条
は
「
流
れ
に
逆
ら
わ

ず
、
流
さ
れ
ず
」
で
、
成

ず
、
流
さ
れ
ず
」
で
、
成
り

行
き
に
任
せ
つ
つ
も
確
た

行
き
に
任
せ
つ
つ
も
確
た
る

意
志
を
持
つ
こ
と
を
心
掛

意
志
を
持
つ
こ
と
を
心
掛
け

る
。
る
。
１
９
４
８

１
９
４
８
年
４
月
５
日

生
ま
れ

生
ま
れ
の
　

歳
。
呉
市

歳
。
呉
市
出

7878

身
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
向
上
で
幾
多
の
業

コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
向
上
で
幾
多
の
業
績績

土木学会吉田賞「研究業績部門」に

代表 十河 茂幸氏氏

近未来コンクリート研究会

吉
田
賞
の
メ
ダ
ル

建て替えを計画している県営牛田住宅

中
国
地
方
整
備
局
浜
田

　
中
国
地
方
整
備
局
浜
田
河

川
国
道
事
務
所
は
、
工
事

川
国
道
事
務
所
は
、
工
事
成

績
評
定
通
知
書
を

績
評
定
通
知
書
を
１
件
公
件
公
表

し
た
し
た
。

今
回
公
表
し
た
の
は
「

　
今
回
公
表
し
た
の
は
「
令

和
６
年
度
三
隅
・
益
田
道

年
度
三
隅
・
益
田
道
路

鎌
手
地
区
舗
装
工
事
」
で

鎌
手
地
区
舗
装
工
事
」
で
工

前
田
道
路
が
㮇
点
83

浜
田
河
川
国
道 
工
事
成
績

格
は
格
は
５
億
８
９
０

８
９
０
万
円
と

万
円
と
し

て
い
た

て
い
た
。

同
工
事
は
今
月

　
同
工
事
は
今
月
５
日
に
日
に
開

札
。
総
合
評
価
方
式
は
施

札
。
総
合
評
価
方
式
は
施
工

能
力
評
価
型
Ⅰ
型
の
施
工

能
力
評
価
型
Ⅰ
型
の
施
工
体

制
確
認
型
を
採
用
し
た
。

制
確
認
型
を
採
用
し
た
。
入

札
参
加
は
錦
建
設
の

札
参
加
は
錦
建
設
の
１
社
の

み
だ
っ
た

み
だ
っ
た
。

　
工
事
場
所
は
広
島
市
中

工
事
場
所
は
広
島
市
中
区

上
八
丁
堀

上
八
丁
堀
６
―

。
広
島

―
　
。
広
島
合

3030

同
庁
舎

同
庁
舎
４
号
館
（
Ｓ
造

号
館
（
Ｓ
造
　
階
1515

地
下
地
下
２
階
塔
屋

階
塔
屋
２
階
建
延

階
建
延
べ

３
万
３
９
２
９

３
９
２
９
・
　
釈
）の）の
内

9292

装
改
修
な
ど
を
行
う
も

装
改
修
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
建
築
工
事
と
し
て
ア

で
、
建
築
工
事
と
し
て
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
耐
火
被
覆
材

ベ
ス
ト
含
有
耐
火
被
覆
材
の

部
分
撤
去
や
耐
火
被
覆
材

部
分
撤
去
や
耐
火
被
覆
材
の

新
設
を
施
工
す
る
。
ま
た
、

新
設
を
施
工
す
る
。
ま
た
、
既

設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
低
層
階

設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
低
層
階
用

３
基
の
撤
去
・
新
設
や
、こ

基
の
撤
去
・
新
設
や
、こ
れ

に
伴
う
付
帯
工
事
と
し
て

に
伴
う
付
帯
工
事
と
し
て
配

線
な
ど
の
更
新
も
行
う

線
な
ど
の
更
新
も
行
う
。

余
裕
期
間
設
定
工
事
と

　
余
裕
期
間
設
定
工
事
と
し

て
、
工
期
は

て
、
工
期
は
６
０
０

６
０
０
日
間
日
間
を

見
込
み
、
工
事
開
始
期
限

見
込
み
、
工
事
開
始
期
限
日

は
　
月
１
日
と
し
て
い
る

日
と
し
て
い
る
。

1212

中
国
地
方
整
備
局

　
中
国
地
方
整
備
局
は
　1919

日
、
一
般
競
争
入
札
で
実

日
、
一
般
競
争
入
札
で
実
施

し
た
「
令
和

し
た
「
令
和
８
年
度
広
島

年
度
広
島
合

同
庁
舎

同
庁
舎
４
号
館
建
築
そ
の

号
館
建
築
そ
の
他

改
修
工
事
」
の
落
札
者
を

改
修
工
事
」
の
落
札
者
を
４

億
９
７
０
０

９
７
０
０
万
円
（
税
別

万
円
（
税
別
、

以
下
同
）
で
錦
建
設
に
決

以
下
同
）
で
錦
建
設
に
決
め

た
。
調
査
基
準
価
格
は

た
。
調
査
基
準
価
格
は
４
億

６
８
１
８

６
８
１
８
万
円
で
、
予
定

万
円
で
、
予
定
価

ザ
イ
ン
、
防
災
拠
点
施
設

ザ
イ
ン
、
防
災
拠
点
施
設
、

書
庫
・
倉
庫
、
情
報
発
信

書
庫
・
倉
庫
、
情
報
発
信
、

環
境
負
荷
の
低
減
）
を
導

環
境
負
荷
の
低
減
）
を
導
入

す
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
対
応

す
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
対
応
で

は
、
各
補
助
事
業
の
活
用

は
、
各
補
助
事
業
の
活
用
を

検
討
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

検
討
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ホ

ー
ル
を
備
え
、
将
来
的
に

ー
ル
を
備
え
、
将
来
的
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
、

ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
、
設

備
更
新
が
し
や
す
い
設
備

備
更
新
が
し
や
す
い
設
備
機

器
の
設
置
な
ど
ラ
イ
フ
サ

器
の
設
置
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
も

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
も
配

慮
す
る

慮
す
る
。

概
算
事
業
費
は
解
体
を

　
概
算
事
業
費
は
解
体
を
含

め

億

め
　
億
７
５
３
７

７
５
３
７
万
円
と

万
円
と
試

1717
算
。
新
施
設
整
備
に

億

算
。
新
施
設
整
備
に
　
億
８

1515

６
５
６

６
５
６
万
円
を
充
て
る

万
円
を
充
て
る
ほ

上
限
と
し
て

上
限
と
し
て
２
８
０
０

２
８
０
０
釈

（
３
階
建
て
）
を
想
定
。
「

階
建
て
）
を
想
定
。
「
共

生
・
協
働
の
場
」
「
安
全

生
・
協
働
の
場
」
「
安
全
・

安
心
」「
機
能
的
で
、
環
境

安
心
」「
機
能
的
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
」
「
将
来
の
変

や
さ
し
い
」
「
将
来
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
」
を

４
つ
の
基
本
方
針
に
掲
げ

つ
の
基
本
方
針
に
掲
げ
、

８
つ
の
機
能
（
町
民
サ
ー

つ
の
機
能
（
町
民
サ
ー
ビ

ス
、
執
務
、
防
犯
・
セ
キ

ス
、
執
務
、
防
犯
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

リ
テ
ィ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

西
側
に
位
置
し
、
公
園
・

西
側
に
位
置
し
、
公
園
・
駐

車
場
等
を
含
め
た
整
備
地

車
場
等
を
含
め
た
整
備
地
の

敷
地
面
積
は
約

敷
地
面
積
は
約
１
万
１
４
１
４
０

０
釈
（
里
見

（
里
見
１
１
０
７

１
１
０
７
―

２
）
。
町
役
場
に
隣
接
す

）
。
町
役
場
に
隣
接
す
る

福
祉
会
館
跡
地
に
新
施
設

福
祉
会
館
跡
地
に
新
施
設
を

整
備
す
る
一
方
、
中
央
公

整
備
す
る
一
方
、
中
央
公
民

館
跡
地
に
は
駐
車
場
を
新

館
跡
地
に
は
駐
車
場
を
新
た

に
設
け
る

に
設
け
る
。

新
施
設
の
延
床
面
積
は

　
新
施
設
の
延
床
面
積
は
、

岡
山
県
里
庄
町
は
、
旧

　
岡
山
県
里
庄
町
は
、
旧
耐

震
基
準
で
老
朽
化
が
進
む

震
基
準
で
老
朽
化
が
進
む
中

央
公
民
館
と
福
祉
会
館
を

央
公
民
館
と
福
祉
会
館
を
現

地
で
統
合
し
、
新
た
に

地
で
統
合
し
、
新
た
に
防

災
・
災
害
対
策
機
能
な
ど

災
・
災
害
対
策
機
能
な
ど
を

備
え
た
新
統
合
公
共
施
設

備
え
た
新
統
合
公
共
施
設
の

建
替
え
を
計
画
。
宮
﨑
建

建
替
え
を
計
画
。
宮
﨑
建
築

設
計
事
務
所
で
基
本
設
計

設
計
事
務
所
で
基
本
設
計
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
日

着
手
す
る
と
と
も
に
、
日
成

地
質
で
建
設
予
定
地
の

地
質
で
建
設
予
定
地
の
測

量
・
地
質
調
査
に
入
る
。

量
・
地
質
調
査
に
入
る
。
町

で
は
、
最
短
で

で
は
、
最
短
で
２
０
３
１

２
０
３
１
年

４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を

月
か
ら
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
る

指
し
て
い
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

年

月
に
「
公
共
施
設
建

年
　
月
に
「
公
共
施
設
建
替

1111
基
本
計
画
」
を
策
定
。
利

基
本
計
画
」
を
策
定
。
利
用

す
る
町
民
と
勤
務
す
る
職

す
る
町
民
と
勤
務
す
る
職
員

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
両

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
両
施

設
を
新
た
に

設
を
新
た
に
１
つ
の
施
設

つ
の
施
設
と

し
て
建
替
え
る
方
向
性
を

し
て
建
替
え
る
方
向
性
を
示

し
た
し
た
。

基
本
計
画
に
よ
る
と
、

　
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
解

体
す
る
両
施
設
は
町
役
場

体
す
る
両
施
設
は
町
役
場
の

か
、
中
央
公
民
館
（
Ｒ
Ｃ

か
、
中
央
公
民
館
（
Ｒ
Ｃ
造

２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
１
４
６
５

１
４
６
５
釈
）

解
体
に

解
体
に
９
８
２
２

９
８
２
２
万
円
、

万
円
、
福

祉
会
館
（
Ｒ
Ｃ
造

祉
会
館
（
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
階
建
延

べ
１
３
５
２

１
３
５
２
釈
）
解
体
に

）
解
体
に
９

０
５
９

０
５
９
万
円
を
見
込
ん
で

万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
財
源
に
は
、
起
債
や

る
。
財
源
に
は
、
起
債
や
補

助
金
を
活
用
す
る

助
金
を
活
用
す
る
。

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
今
年
度
は
基
本
設
計

は
、
今
年
度
は
基
本
設
計
及

び
測
量
・
地
質
調
査
と
並

び
測
量
・
地
質
調
査
と
並
行

し
、
町
内
機
能
の
移
転
検

し
、
町
内
機
能
の
移
転
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
福

を
進
め
る
と
と
も
に
、
福
祉

会
館
解
体
に
伴
う
解
体

会
館
解
体
に
伴
う
解
体
設

計
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を

計
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
実

施
。

年
度
で
新
施
設
の

施
。　

年
度
で
新
施
設
の
実

2727

施
設
計
に
加
え
、
建
設
地

施
設
計
に
加
え
、
建
設
地
造

成
に
伴
う
設
計
、
既
存
施

成
に
伴
う
設
計
、
既
存
施
設

の
機
能
移
転
を
行
い
、

の
機
能
移
転
を
行
い
、　

年
2828

度
で
解
体
・
造
成
工
事
、

度
で
解
体
・
造
成
工
事
、　
2929

年
度
か
ら
約

年
度
か
ら
約
２
年
の
工
期

年
の
工
期
で

新
施
設
の
建
設
工
事
を
進

新
施
設
の
建
設
工
事
を
進
め

る
。
供
用
開
始
後
に
は
、

る
。
供
用
開
始
後
に
は
、
中

央
公
民
館
解
体
や
外
構
整

央
公
民
館
解
体
や
外
構
整
備

を
行
う

を
行
う
。

な
お
、
基
本
設
計
は
年

　
な
お
、
基
本
設
計
は
年
度

内
で
ま
と
め
、
測
量
・
地

内
で
ま
と
め
、
測
量
・
地
質

調
査
に
つ
い
て
は
年
内
で

調
査
に
つ
い
て
は
年
内
で
終

え
る
見
通
し

え
る
見
通
し
。

里庄町

宮
﨑
建
築
で
基
本
設
計

新
統
合
施
設
建
替
、上
限
㮇
釈釈釈釈釈
228800002800

中央公民館

福祉会館

成
工
事
高
が
予
定
価
格

成
工
事
高
が
予
定
価
格
以

上
、
２
０
１

２
０
１
１
年
４
月
１
日

以
降
に
完
成
・
引
渡
し
が

以
降
に
完
成
・
引
渡
し
が
完

了
し
た
公
共
工
事
で
、
Ｓ

了
し
た
公
共
工
事
で
、
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
、
Ｒ
Ｃ
造
ま
た
は
Ｓ

Ｃ
造
、
Ｒ
Ｃ
造
ま
た
は
Ｓ
造

で
延
べ
面
積

で
延
べ
面
積
１
８
２

１
８
２
５
釈
以

上
の
新
築
工
事
の
元
請
施

上
の
新
築
工
事
の
元
請
施
工

実
績
を
有
す
る
こ
と
（
Ｊ

実
績
を
有
す
る
こ
と
（
Ｊ
Ｖ

の
構
成
員
と
し
て
の
施
工

の
構
成
員
と
し
て
の
施
工
実

績
は
出
資
比
率

績
は
出
資
比
率
が
　
％
以
上

％
以
上

2020

の
場
合
に
限
る
）
。
な
お

の
場
合
に
限
る
）
。
な
お
、

新
築
工
事
に
は
増
築
工
事

新
築
工
事
に
は
増
築
工
事
ま

た
は
改
築
工
事
を
含
む
。

た
は
改
築
工
事
を
含
む
。
そ

の
場
合
は
増
築
ま
た
は
改

の
場
合
は
増
築
ま
た
は
改
築

部
分
が
要
件
を
満
た
し
て

部
分
が
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。
Ｊ
Ｖ
は

る
こ
と
。
Ｊ
Ｖ
は
２
社
で
社
で
構

成
し
、
そ
の
う
ち

成
し
、
そ
の
う
ち
１
社
は
社
は
市

内
業
者
ま
た
は
準
市
内
業

内
業
者
ま
た
は
準
市
内
業
者

で
あ
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
こ
と
な
ど
。

工
事
場
所
＝
焼
山
中
央

　
工
事
場
所
＝
焼
山
中
央
６

―
９
―
１

工
事
概
要
＝
建
築
一
式

　
工
事
概
要
＝
建
築
一
式
、

東
校
舎
（
Ｒ
Ｃ
造

東
校
舎
（
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
）
て
）
１
８
２
５

１
８
２
５
・
　

釈
、
渡
、
渡

3434

り
廊
下
（

り
廊
下
（
１
）
、
渡
り
廊

）
、
渡
り
廊
下

（
２
）
、
渡
り
廊
下
（

）
、
渡
り
廊
下
（
３
）
、
）
、
渡

り
廊
下
（

り
廊
下
（
４
）
、
外
構
工
、

）
、
外
構
工
、
昇

降
機
設
備
一

降
機
設
備
一
式

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2828

1616

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
６
億
６
２
６
２
２

５
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円

　
（
こ
の
ほ
か
公
告
案
件

こ
の
ほ
か
公
告
案
件
は

入
札
情
報
「
呉
市
契
約
課

入
札
情
報
「
呉
市
契
約
課
一

般
競
争
入
札
」
欄
に
掲

般
競
争
入
札
」
欄
に
掲
載
）

る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

る
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に
９
月
　
日
1010

ま
で
申
請
手
続
を
行
う
。

ま
で
申
請
手
続
を
行
う
。
９

月
　
日
午
前

日
午
前
９
時
か
時
か
ら
　
日

1515

1616

午
後
午
後
４
時
ま
で
入
札
を
受

時
ま
で
入
札
を
受
け

付
け
付
け
、　

日
午
日
午
前
　
時
に
時
に
開

1717

1010

札
す
る

札
す
る
。

質
問
の
受
け
付
け
先
は

　
質
問
の
受
け
付
け
先
は
契

約
課
（
電
話

約
課
（
電
話
０
８
２
３

０
８
２
３
―
２

５
―
３
３
７
６

３
３
７
６
・
３
３
３
３
７

７
）参

加
資
格
は
市
建
設
工

　
参
加
資
格
は
市
建
設
工
事

入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿

入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿
に

建
築
一
式
工
事
の
等
級
格

建
築
一
式
工
事
の
等
級
格
付

が
Ａ
で
登
録
さ
れ
て
い
る

が
Ａ
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
準
市
内
業
者
及
び
市

と
。
準
市
内
業
者
及
び
市
外

業
者
は
建
築
一
式
工
事
の

業
者
は
建
築
一
式
工
事
の
総

合
評
定
値
が

合
評
定
値
が
９
２
０

９
２
０
点
以
点
以
上

で
あ
る
こ
と
。
代
表
者
は

で
あ
る
こ
と
。
代
表
者
は
建

築
一
式
工
事
の
年
間
平
均

築
一
式
工
事
の
年
間
平
均
完

設
工
事
」
を
公
告
し
た
。

設
工
事
」
を
公
告
し
た
。
予

定
価
格
が

定
価
格
が
１
億
円
以
上
の

億
円
以
上
の
大

型
案
件
で
、

型
案
件
で
、
２
社
構
成
に

社
構
成
に
よ

呉
市

　
呉
市
は
　
日
、
総
合
評

日
、
総
合
評
価

2020

の
一
般
競
争
入
札
で
実
施

の
一
般
競
争
入
札
で
実
施
す

る
「
昭
和
中
学
校
東
校
舎

る
「
昭
和
中
学
校
東
校
舎
建

呉 市

昭
和
中
東
校
舎
建
設（
建
築
）

9
月
㮇
日
ま
で
Ｊ
Ｖ
申
請
受
付

10

「
オ
ー
ル
広
島
」
で
取
り

「
オ
ー
ル
広
島
」
で
取
り
組

む
と
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
広
島

む
と
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
広
島
駅

北
口
地
区
へ
の
新
ア
リ
ー

北
口
地
区
へ
の
新
ア
リ
ー
ナ

構
想
に
向
け
、
先
進
事
例

構
想
に
向
け
、
先
進
事
例
を

踏
ま
え
た
条
件
整
理
、
民

踏
ま
え
た
条
件
整
理
、
民
間

側
が
想
定
す
る
事
業
ス
キ

側
が
想
定
す
る
事
業
ス
キ
ー

ム
に
対
す
る
市
の
関
与
条

ム
に
対
す
る
市
の
関
与
条
件

　
日
に
日
に
２
２
７
７

２
２
７
７
万
円
（

万
円
（
税

1717込
）
で
特
命
随
意
契
約
を

込
）
で
特
命
随
意
契
約
を
締

結
し
た
。
履
行
期
間
は

結
し
た
。
履
行
期
間
は
２
０

２
７
２
７
年
３
月
　
日
ま
で
と

日
ま
で
と
し

3131

て
い
る

て
い
る
。

業
務
は
、
広
島
県
・
市

　
業
務
は
、
広
島
県
・
市
や

Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
を
含

Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
を
含
む

広
島
市
は
、
公
募
型
プ

　
広
島
市
は
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
事

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
事
業

者
選
定
を
進
め
て
い
た
「

者
選
定
を
進
め
て
い
た
「
新

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
係
る
検

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
係
る
検
討

支
援
業
務
」
に
つ
い
て
、

支
援
業
務
」
に
つ
い
て
、
Ｐ

ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
を

ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
を
受

託
候
補
者
と
し
て
特
定
し

託
候
補
者
と
し
て
特
定
し
、

広島市

Ｐ
ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と
契
約

新
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
検
討
支
援

較
検
討
し
、
官
民
協
議
会

較
検
討
し
、
官
民
協
議
会
の

初
会
合
で
民
間
側
か
ら
提

初
会
合
で
民
間
側
か
ら
提
案

さ
れ
た
負
担
付
き
寄
附
方

さ
れ
た
負
担
付
き
寄
附
方
式

の
実
現
性
・
有
用
性
の

の
実
現
性
・
有
用
性
の
評

価
、
経
費
面
及
び
管
理
運

価
、
経
費
面
及
び
管
理
運
営

面
等
に
お
け
る
市
の
関
与

面
等
に
お
け
る
市
の
関
与
条

件
の
整
理
―
な
ど
を
行
う

件
の
整
理
―
な
ど
を
行
う
。

プ
ロ
ポ
に
は

　
プ
ロ
ポ
に
は
２
者
が
者
が
参

加
。
市
幹
部
職
員
ら

加
。
市
幹
部
職
員
ら
７
人
の

の
整
理
な
ど
に
つ
い
て
、

の
整
理
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
的
知
見
を
活
用
し
な
が

門
的
知
見
を
活
用
し
な
が
ら

検
討
す
る
た
め
の
も
の

検
討
す
る
た
め
の
も
の
。

全
国
の
ア
リ
ー
ナ
整
備

　
全
国
の
ア
リ
ー
ナ
整
備
や

運
用
事
例
を
踏
ま
え
た
情

運
用
事
例
を
踏
ま
え
た
情
報

の
整
理
・
分
析
を
行
う

の
整
理
・
分
析
を
行
う
ほ

か
、
民
設
民
営
方
式
、
負

か
、
民
設
民
営
方
式
、
負
担

付
き
寄
附
方
式
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

付
き
寄
附
方
式
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
等
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を

式
等
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を
比

審
査
委
員
会
が
審
査
を
担

審
査
委
員
会
が
審
査
を
担
当

し
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ

し
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
の
審
査
平
均
得
点
は

ー
の
審
査
平
均
得
点
は
１
５

０
点
満
点
中

点
満
点
中
１
３
２

１
３
２
・
８

点
、
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

点
、
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・

ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
は
グ
は
１
２
６

１
２
６
・
８
点
だ
点
だ
っ

た
。

4億9700万円で錦建設
広島合同庁舎4号館建築改修

中国整備局

事
技
術
的
難
易
度
評
価

事
技
術
的
難
易
度
評
価
は

Ⅱ
。
施
工
者
と
な
る
前
田

Ⅱ
。
施
工
者
と
な
る
前
田
道

路
は
　
点
の
評
定
点
を
獲

点
の
評
定
点
を
獲
得

8383

し
た
し
た
。

同
工
事
の
工
期
は

　
同
工
事
の
工
期
は
２
０
２
０
２

５
年
３
月
　
日
か
ら

日
か
ら
　
年
６

1515

2626

月
　
日
ま
で
。
評
定
結
果

日
ま
で
。
評
定
結
果
は

3030
先
月
　

日
付
で
通
知
さ

日
付
で
通
知
さ
れ

1010

た
。
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